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◇
　
静
岡
で
開
催
す
る
こ
と
へ
の
期
待

　

自
治
労
・
自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
主
催
の
「
第
三
九

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
静
岡
自
治
研
）」
が
、
二

〇
二
二
年
一
〇
月
七
日
（
金
）
～
八
日
（
土
）、
静
岡
県

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
愛
称
：
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
、
静
岡
市
駿
河
区
東
静
岡
）
の
大
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
以

下
、
自
治
研
全
国
集
会
）
と
し
て
は
初
め
て
、
対
面
と
リ

モ
ー
ト
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
っ
た
。

　

対
面
方
式
で
の
自
治
研
全
国
集
会
は
、
二
〇
一
八
年
一

〇
月
の
第
三
七
回
集
会
（
高
知
県
）
以
来
四
年
ぶ
り
に
な

る
。
本
来
は
隔
年
開
催
だ
が
、前
回
の
第
三
八
回
集
会
は
、

二
〇
二
〇
年
秋
に
青
森
県
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

現
地
で
の
対
面
開
催
は
断
念
さ
れ
、
期
間
も
短
縮
さ
れ
、

一
日
日
程
の
完
全
ウ
ェ
ブ
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
自
治
研
）

と
な
っ
て
い
た
。

　

静
岡
県
で
の
開
催
は
、
一
九
六
一
年
の
第
五
回
集
会
以

来
六
一
年
ぶ
り
、
二
回
目
。
開
催
日
の
約
二
週
間
前
に
発

生
し
た
大
雨
被
害
（
浸
水
、
停
電
、
断
水
な
ど
）
の
復
旧

作
業
が
県
内
の
一
部
地
域
で
続
け
ら
れ
る
な
か
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
全
国
か
ら
自
治
労
関
係
者
ら
一
〇
六
六
人

の
参
加
者
（
う
ち
リ
モ
ー
ト
一
一
四
人
）
が
集
ま
っ
た
。

　

集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
、
サ
ブ
に
「
や
ら
ざ
あ
、
自
治

研
ル
ネ
サ
ン
ス
！
」
を
掲
げ
た
。「
や
ら
ざ
あ
」
は
静
岡

県
中
部
の
方
言
で
「
や
ろ
う
よ
」
の
意
味
。
ま
た
、
四
日

市
公
害
の
告
発
や
、
沼
津
市
か
ら
全
国
に
波
及
し
た
「
ご

み
の
分
別
収
集
」
の
提
案
な
ど
、
自
治
研
活
動
の
歴
史
に

お
い
て
静
岡
が
「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
地
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
担
い
手
不
足
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
自
治
研
活
動
を
「
復
興
」
し
て
い
く

と
の
決
意
を
込
め
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
掲
げ
た
。

　

日
程
一
日
目
は
全
体
集
会
を
開
催
。
各
セ
レ
モ
ニ
ー
に

続
い
て
行
わ
れ
た
集
会
の
「
基
調
提
起
」
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
や
自
然
災
害
の
頻
発
、
新
自
由
主
義
改
革
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
劣
化
な
ど
を
日
本
社
会
の
現
下
の
問
題

と
し
て
指
摘
し
た
上
で
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
各
地

で
進
め
て
い
く
た
め
に
、
自
治
研
活
動
の
可
能
性
を
追
求

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
た
。

　
◇
　「
脱
成
長
」
へ
の
転
換
が
持
続
可
能
な
社
会

　
　
を
つ
く
る

　

昼
食
休
憩
を
経
て
、
午
後
の
部
は
斎
藤
幸
平
・
東
京
大

学
准
教
授
を
講
師
と
す
る
記
念
講
演
か
ら
始
ま
っ
た
。
斎

藤
准
教
授
は
著
書
『
人
新
世
の
「
資
本
論
」』（
集
英
社
、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
で
広
く
知
ら
れ
る
思
想
家
で
あ
る
。

　

講
演
の
冒
頭
で
説
明
さ
れ
た
の
は
、
著
書
に
も
記
さ
れ

た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
大
衆
の
ア
ヘ
ン
で
あ
る
」
と
い
う
文
言

の
真
意
で
あ
る
。
今
般
の
世
界
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
の

な
か
で
一
般
市
民
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
手
段
と
し
て
は
効
果
が
乏
し
く
、「
自

己
満
足
」、「
免
罪
符
」
と
批
判
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
今
後
は
、
格
差
と
環
境
破
壊
と
い
う
現
下

の
二
つ
の
危
機
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
、「
脱
成
長
」

に
よ
る
持
続
可
能
か
つ
豊
か
で
公
正
な
社
会
づ
く
り
へ
の

転
換
が
必
要
と
し
、そ
の
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て「
ミ
ュ

ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
」（
地
域
主
義
）
と
「
コ
モ
ン
」（
公
共
）

を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
近
年
の
事
例
と
し
て
、
食
の
地
産

地
消
へ
の
取
り
組
み
の
効
果
（
フ
ラ
ン
ス
）、民
間
ア
パ
ー

ト
の
公
営
住
宅
化
（
ド
イ
ツ
）、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

１日目・全体集会の様子

自
治
研
全
国
集
会
４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
、
静
岡
で

第
39
回
集
会
、「
自
治
研
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
掲
げ
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て
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
策
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

な
ど
を
紹
介
し
、
自
治
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
へ
の
期
待

が
語
ら
れ
た
。

　
◇
　「
コ
モ
ン
」
の
再
構
築
に
向
け
て

　

続
く
二
つ
の
特
別
記
念
講
演
、特
別
報
告
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
す
べ
て
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、記
念
講
演
で
提
起
さ
れ
た「
コ
モ
ン
」が
設
定
さ
れ
た
。

　

特
別
記
念
講
演
一
本
目
は
、Ｖ
Ｔ
Ｒ
参
加
に
な
っ
た
が
、

お
笑
い
芸
人
・
髭
男
爵
の
山
田
ル
イ
53
世
さ
ん
に
よ
る「
私

た
ち
に
キ
ラ
キ
ラ
す
る
義
務
な
ど
な
い
」。
中
学
時
代
か

ら
数
年
間
の
引
き
こ
も
り
の
経
験
を
も
と
に
、
そ
れ
は
誰

も
が
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
な
り
う
る
生
き
方
の
一
つ
と

し
た
。
そ
の
上
で
、
平
凡
な
生
き
方
を
許
容
し
な
い
社
会
の

風
潮
は
人
に
よ
っ
て
は
重
圧
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

特
別
記
念
講
演
二
本
目
は
、
中
島
武
さ
ん
に
よ
る
「
居

場
所
の
作
り
方
」。
Ｎ
高
で
新
た
な
通
信
教
育
の
形
を
実

践
し
た
経
験
に
立
ち
、
学
び
方
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と

は
、
一
律
の
教
育
体
制
の
中
で
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
多
様

な
才
能
を
育
成
す
る
ほ
か
、
多
様
な
価
値
観
に
適
応
し
う

る
居
場
所
を
つ
く
る
効
果
も
あ
る
と
述
べ
た
。

　

続
く
特
別
報
告
は
、
鯖
江
市
職
員
の
横
井
直
人
さ
ん
に

よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
支
え
る
地
域
」。
市
職
員
と
し

て
の
職
務
の
傍
ら
、
子
ど
も
食
堂
の
運
営
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者

の
母
子
支
援
な
ど
、
二
足
の
草
鞋
で
取
り
組
ん
で
き
た
市

民
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
、
地
域
に
足
を
踏
み
出
す
こ
と

の
大
切
さ
を
自
治
体
職
員
に
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
特
別
報
告
の
最
中
、
会
場
参
加
者
ら
の
持
つ
多
数

の
ス
マ
ホ
が
一
斉
に
警
報
音
を
発
す
る
時
間
帯
が
あ
っ
た
。

大
雨
注
意
報
の
発
令
を
受
け
て
静
岡
市
が
発
し
た
避
難
指

示
の
警
報
音
で
あ
り
、
集
会
は
一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
安
全
の
確
認
後
再
開
さ
れ
た
も
の
の
、
集
会
参
加

者
ら
に
は
静
岡
の
大
雨
災
害
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と

い
う
現
実
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
一
コ
マ
と
な
っ
た
。

　

最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
富
士
宮
市

職
員
の
佐
野
ひ
か
る
さ
ん
、
沼
津
市
職
員
の
三
澤
和
也

さ
ん
、『
月
刊
自
治
研
』
編
集
部
の
廣
瀬
稔
也
さ
ん
が
登

壇
・
発
言
し
、
街
歩
き
の
実
践
を
通
じ
た
組
合
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
取
り
組

み
な
ど
の
様
々
な
活
動
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
る
と
と
も

に
、
自
治
研
活
動
を
機
縁
と
す
る
人
脈
の
重
要
性
も
説
か

れ
た
。
助
言
者
と
し
て
自
治
研
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
橋
本

和
久
さ
ん
（
自
治
研
中
央
推
進
委
員
、福
井
県
）
も
リ
モ
ー

ト
参
加
し
、登
壇
者
の
発
言
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
し
た
。

　

以
上
の
講
演
や
発
言
を
聴
き
、
自
治
体
職
員
と
住
民
が

と
も
に
考
え
活
動
し
て
い
く
先
に
、
各
地
の
地
域
性
・
多

様
性
に
根
差
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
モ
ン
の
新
た
な
展
開
が

あ
る
と
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
た
と
解
す
る
。
そ
れ
は
当

初
か
ら
変
わ
ら
な
い
自
治
研
活
動
の
本
旨
で
も
あ
ろ
う
。

　
◇
　
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を
終
え
て

　

日
程
二
日
目
は
分
科
会
の
開
催
日
と
さ
れ
、
参
加
者
は

静
岡
市
と
掛
川
市
の
各
会
場
に
散
ら
ば
っ
た
。
今
回
は
付

表
の
と
お
り
全
一
〇
分
科
会
が
設
定
さ
れ
た
。
今
次
集
会

は
二
日
日
程
で
あ
っ
た
た
め
、
同
日
夕
方
の
分
科
会
の
終

了
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
解
散
と
な
っ
た
。

　

初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
っ
た
今
次
集
会
だ
が
、

自
治
研
活
動
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
現
地
に
赴
き
現
地
の

様
子
を
直
に
見
な
が
ら
、
他
の
地
域
か
ら
の
参
加
者
た
ち

と
情
報
交
換
や
交
流
を
行
う
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
一

方
、
リ
モ
ー
ト
方
式
に
も
、
旅
費
等
の
節
減
の
み
な
ら
ず
、

広
い
市
民
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
わ
れ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
は
今
後
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

本
稿
脱
稿
時
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
中
旬
）、
国
内
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
「
第
八
波
」
の
到
来
に
大
き
な
危
機
感
が

持
た
れ
る
状
況
に
あ
る
。
次
回
の
自
治
研
全
国
集
会
は
二

〇
二
四
年
、
島
根
県
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
終
息
時
期
は
依
然
見
通
せ
な
い
が
、
当
面
は
次

回
も
対
面
開
催
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
司＞

＜付表＞　分科会タイトル一覧

No. タイトル

1 自治研入門！来たれ、地域の新たな主役！

2 アニメ！マンガ！コンテンツを活用した地域活性化

3 高齢者に優しい各自治体・地域の取り組み

4 多様性が尊重される社会に向けて

5 コロナ禍の平和運動を探る

6 災害に強いまちづくり

7 まちおこし～持続可能な地域づくりの取り組み

8 自治体ＤＸ最前線！

9 ＳＤＧｓ×生活×自治研

特別 今、必要とされる公共サービスと自治


